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○●○ 第１４０回共同学習会のご案内 ○●○ 
 
＊今回は、角間キャンパスと鶴間キャンパスを双方向遠隔授業システムで結んで行います。 
                            
日時：２００７年１月１１日（木）１６時３０分～１８時 
場所：角間キャンパス総合教育棟北棟Ｄ１４講義室および 













○●○ 地域科学研究会・高等教育情報センター主催のセミナー報告 ○●○ 
 平成 18年 12月 8日（金）、東京・永田町の全共連会議室において、地域科学研究会・高等教育情
報センター主催のセミナー「新・学士課程教育と教員組織の再構築Ⅱ ― 学科目制・講座制殻の進化/
教育組織と研究組織の分離 ― 」が開催されました。 
 セミナーは、4名の報告者による 4部構成で行われました。 
それらを報告順序に紹介します。 
それぞれの報告者とタイトル名は、第 1 報告が仙波憲一（青山学院大学）「新しい教養教育システ
ム「青山スタンダード」の開発と展開 ― 教養教育の充実と教育改革 ― 」、第 2報告が早田幸政（金
沢大学）「教員組織改革の現状と方向性 ― 文部科学省委託調査「教員の所属組織」の調査経過を踏ま
えて ― 」、第 3報告が濱口哲（新潟大学）「新学士課程教育システムの構築と全学教育機構の設置―
専門・教養科目区分廃止/副専攻制度の開設 ― 分野水準表示法の導入 ― 」、第 4 報告が奥純（関西













第 4報告では、文学部 8学科制から 1学科多専修制へ移行させた理由・背景、人事システムの改革
状況とそうした改革を必然化させた理由、「カリキュラム自己設計制度」導入の意義等について説明・





















え、早急な整備が求められるところである。    （文責：評価システム研究部門 渡辺 達雄） 
 






○●○ 「センターニュース」休刊のお知らせ ○●○ 
来年 1月 1日の週刊センターニュースは、休業期間にあたりますので、休刊とさせていただきます。
次号は 1月 9日付となります。 
 
